
経理業務は企業の根幹を支える重要な機能でありながら、従来は手作業に依存する部分が多く、効率
性と正確性の向上が長年の課題とされてきた。しかし、AI（人工知能）技術の急速な発展により、経
理業務は歴史的な転換点を迎えている。本レポートでは、経理AIエージェントの現状と今後の展望に
ついて、市場動向、導入事例、技術進化、そして従事者への影響を多角的に分析し、包括的な調査結
果を提示する。

経理AIエージェントとは、**単に指定された作業をこなすだけでなく、目的を理解して自律的に業務
を行い、複数のツールを統合的に活用して経理業務を自I（人工知能）**である 。従来の会計ソフ
トやRPA（Robotic Process Automation）とは根本的に異なり、高度な機械学習を駆使して、型が明
確でない文書の処理や複雑な状況にも柔軟に対応することができる 。

経理AIエージェントの中核技術は以下の要素から構成される ：

これらの技術が融合することで、経理AIエージェントは単なる業務の自動化ツールではなく、経理担
当者の強力なパートナーとして機能する 。

現在の経理AIエージェント技術により自動化・効率化が可能な業務は広範囲にわたる ：

定型業務の自動化領域：

経理AIエージェントの現状と今後の展望：デジタル
変革時代における経理業務の未来

経理AIエージェントの定義と現在の市場状況

経理AIエージェントの概念と特徴

�1�

�1�

�1�

AI�OCR（光学的文字認識）：手書きや印刷された請求書などの書類を高精度でデータ化

自然言語処理（NLP）：人間が書いた文章の内容を理解し、非定型の文書処理や問い合わせ対応
に活用

機械学習（ML）：膨大なデータからパターンを学習し、最適な勘定科目の提案や不正取引の検
知を実行

生成AI（Generative AI）：新しいコンテンツを自動生成し、月次決算レポートや経営分析レポ
ートの作成を支援

�1�

自動化可能な経理業務の範囲

�1� �2�

請求書の自動読取・仕訳提案

入出金の突合チェック

経費精算書の内容確認と承認フロー自動化

支払期日のリマインドや自動振込準備



高度な分析・判断業務：

これらの効率化により、経理担当者の作業時間を50%以上削減できる可能性があると報告されている
。

経理AI導入による業務効率化効果を示すチャート

現在の市場では、複数の企業が経理AI分野に参入しており、それぞれ独自の特徴を持つソリューショ
ンを提供している。

クラウド型AI会計ソフト：

税区分・勘定科目の自動判別

月次決算レポートの自動生成

電子帳簿保存法対応のデータ整理・保管

基幹システム連携によるデータ入力・更新

エラー、不正、非効率プロセスの早期発見と警告

財務データの異常検知と分析

予算実績差異の要因分析

�1�

主要な経理AIソリューションの市場概況

freee会計：AI�OCRによる自動仕訳機能を搭載し、銀行・クレジットカード連携による取引デー
タの自動取込が可能 �3�



専門的経理AIエージェント：

市場調査によると、**従業員300人以下の中小企業等において「freee」が32.3%と最も利用率が高
く、続いて「マネーフォワードクラウド会計」**が高い導入実績を示している 。

ZOZO：月次締め処理の劇的な短縮
ZOZOでは、98.5%の読取精度を持つAI�OCR搭載の請求書処理クラウド「sweeep」を導入し、月次
締めを7営業日から3.5営業日へと半減することに成功した 。具体的な成果として、請求書100枚を
3分で自動仕訳判定・会計処理が可能となり、紙の請求書も8割から3割へと大幅に削減された 。

明治安田生命保険相互会社：経費精算業務の革新
同社では、AIベースのシステム「SAPPHIRE」を導入し、年間約5,300時間の業務時間削減に成功し
た 。管理職による承認業務を原則として廃止し、二重精算などの不備も大幅に減少させ、経費統
制の質を向上させている 。

RICOH：請求書処理の自動化
RICOHは、AI�OCRとクラウドを組み合わせた「RICOH 受領請求書サービス」を導入し、月末の請求
書処理を2営業日から2～3時間に短縮し、AI�OCRの読取精度98.87%を実現した 。

プランノーツ：法人成りタイミングでの効率化
複数事業を手掛けるプランノーツでは、「マネーフォワード クラウド会計」を導入し、銀行口座やク
レジットカードから入出金データを連携して、自動で仕訳を提案することで、毎月数時間の作業で経
理業務が完了するようになった 。使用を続けることで入力情報を学習し、レコメンドの精度も向
上している 。

埼玉ダイハツ販売：経費精算の負担軽減
28店舗を展開する埼玉ダイハツ販売では、「マネーフォワード クラウド経費」を導入し、ETC利用
照会サービスの情報を自動連携することで、領収書やレシートからのOCR読み取り精度が高く、経費
申請作業にかかる負担が大きく軽減された 。

マネーフォワード クラウド会計：AIが取引明細を自動解析して適切な勘定科目を推測・提案し、
使用するほど学習して精度が向上 �3�

弥生会計Next：AI予測分析機能を備え、3か月後までの現預金残高予測が可能 �3�

TOKIUM：AIとプロスタッフが連携する経理業務の「自動運転」を支援するサービス �4� �5�

Remota：勘定科目の自動判定や源泉徴収税のチェック自動化を実現 �6�

SAPPHIRE：年間約5,300時間の業務時間削減を実現した経費精算AI �6�

�7�

経理AI導入企業の成功事例と具体的効果

大手企業における導入事例
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�6�

�6�

�6�
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中小企業における導入成果
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各社の導入事例から抽出された定量的効果を分析すると、以下のような傾向が確認される：

業務時間削減効果：

コスト削減効果：

正確性向上：

経理AI導入における最大の技術的課題は、既存システムとの連携困難性である。多くの企業では、会
計システム、給与システム、購買システム、販売・受注システムなど複数のシステムが個別に構築さ
れており、データフォーマットの不一致やAPIの非対応といった技術的な課題が発生する 。

調査結果によると、企業の19.8%が「既存システムと連携しづらい」ことを課題として挙げている
。これを解決するためには、以下の対策が必要とされる ：

定量的効果の分析

請求書処理：最大70%の時間短縮 �9� �10�

仕訳入力業務：60�80%の削減 �6� �11�

経費精算処理：50�70%の効率化 �10�

月次決算作業：30�50%の短縮 �12� �10�

人件費：年間数十万円から数億円規模の削減 �13�

システム運用費用：最大90%の削減（フランスベッド事例） �14�

エラー修正コスト：80%以上の削減 �9�

データ入力ミス：80%以上の削減 �9� �10�

不正検知精度：従来手法の2�3倍の検出率 �15� �16�

経理AI導入における課題と障壁の分析

技術的課題とシステム連携の問題

�17�

�18� �17�

事前にシステム連携のテストを実施

カスタマイズ可能なAIを選定

APIの活用やデータ変換ツールの導入



経理AI導入における主要課題の分布

TOKIUMが実施した全国1,100名を対象とした調査によると、41.0%の企業が「AIを活用するための
スキルの不足」を最大の課題として挙げている 。さらに、35.0%が「運用管理やデータ分析を担
う人材・ノウハウが不足している」と回答しており、技術面でのスキル・人材不足が経理AI導入の最
大の障壁となっていることが明らかになった 。

この課題に対処するため、AI時代に求められる経理スキルとして以下が重要視されている ：

従来型専門スキルの強化：

新時代対応スキル：

人材・スキル不足の深刻性

�18�

�18�

�19� �20�

最新の会計基準や税制改正に対応できる専門知識

簿記の力や財務会計の理論的理解

管理会計の理論的理解と自社会計数値の傾向把握

経営戦略の理解と業界動向分析

データ分析スキルとデジタル技術への対応

AIツールの効果的活用能力



経理業務では機密性の高い財務データを扱うため、AIエージェント導入におけるセキュリティリスク
への対策が必須である 。主要なセキュリティ課題として以下が挙げられる：

データ保護とアクセス制御：

AI特有のリスク：

初期導入コストも重要な課題の一つである。クラウド型会計ソフトの月額費用は以下の範囲となって
いる ：

小規模企業向け：

大企業向けERP：

これらのコストと、導入後に削減できる人件費や運用工数、さらに効率化による生産性向上を比較
し、ROIを見極めることが重要である 。IBMの調査によると、トップクラス企業はAIプロジェクト
で13%のROIを達成しており、適切な導入により高い投資効果が期待できる 。

2024年以降、生成AI技術の進歩により、経理業務における活用範囲が大幅に拡大している。KPMG
の分析によると、生成AIは財務経理領域で問い合わせ対応の自動化、レポーティングの自動化、監査
とコンプライアンスの改善、予測とシミュレーションの強化において革新的な価値を創出している
。

具体的な生成AI活用領域 ：

セキュリティとガバナンスの課題

�21� �22�

通信時と保存時の両方でのデータ暗号化

多要素認証（MFA）の導入

役割や権限ごとのアクセス制御設定

ハルシネーション（AI誤答）のリスク管理 �17� �23�

プロンプトインジェクション攻撃への対策 �24�

AIの出力結果に対する人間による最終確認体制 �17�

導入コストと投資回収の考慮

�25� �26�

freee会計：月額3,278円～9,878円

マネーフォワード：月額2,980円～4,980円

弥生会計Next：月額3,960円～11,000円

勘定奉行クラウド：月額5,500円～22,000円

PCAクラウド：月額4,950円～19,800円

�27�

�28�

技術的進化と将来の発展方向性

生成AIの経理業務への本格活用

�23�

�23� �29�

問い合わせ対応の自動化：会計基準の解釈や会計処理方法に関する質問への即座の回答



AI技術の進展により、従来の手法では発見困難だった複雑な不正パターンの検知が可能になってい
る。ジュリオ社の「粉飾リスク分析AI」では、公認会計士の知見をもとに設計されたAIが、契約書や
稟議書から収益認識ルールを抽出し、不自然な売上計上タイミングを検知する機能を提供している
。

先進的不正検知技術 ：

AIを活用した予算管理は、従来の経験と勘に頼った予算策定から、データに基づく意思決定への進化
を実現している 。予算管理におけるAI活用は、分析（Analysis）、洞察（Insight）、予測
（Predict）という3つの要素で発展している 。

AI予算管理の進化プロセス ：

実際の導入事例では、味の素がPOSデータと気象データを活用して予算精度を35%向上させ、キユ
ーピーが原材料価格変動分析により年間3億円のコスト削減を実現している 。

将来の経理AI技術は、以下の方向で進化することが予想される：

Deep Deanコンセプトの実現 ：

AIエージェントの自律性向上 ：

レポーティングの自動化：財務報告書や決算説明会資料の自動作成

監査とコンプライアンスの改善：大量のデータや文書の検査による不正や違反の検知

予測とシミュレーションの強化：複数シナリオの生成と最適戦略の提案

高度な不正検知とリスク管理の実現

�16�

�15� �16� �30�

循環取引の検知：取引先名の表記ゆれを自動で名寄せ・正規化し、異常な資金の流れを分析

収益認識不正の検出：契約実態を無視した売上の前倒し計上の検知

AIによる異常点検出：機械学習を用いた開発アプローチによる高精度な不正リスク評価

予算管理と経営分析の高度化

�31� �14�

�14�

�31� �14�

分析フェーズ：社内外の様々なデータを統合し、定量・定性分析を実施

洞察フェーズ：現状の正確な理解と因果関係の発見

予測フェーズ：将来トレンドの予測と複数シナリオの検討

�14�

次世代経理AIの技術展望

�32�

AIと人間が協調して高度な判断を行う「Deep Dean」システム

高度な予測とシミュレーション：過去のデータパターンから将来の財務状況を予測

複雑な経営シナリオ分析：様々な経営判断の影響をリアルタイムでシミュレーション

�20� �5�

複数AIの協調動作：多数のAIエージェントが協調して経理業務を自律実行

自己学習機能の強化：業務実行結果から継続的な学習による精度向上

自然言語による業務指示：日常的な言葉での指示による業務代行の実現



従来の経理業務が「記録・報告」中心であったのに対し、AIエージェントの普及により経理部門の役
割は「分析・洞察・提言・統制」へとシフトすることが予想される 。

高度な財務分析業務 ：

AIの予測能力を活用することで、従来の事後的な管理から予測型経営管理への転換が可能になる
。

予測型経営の主要機能 ：

AIは企業のリスク管理体制を大幅に強化する可能性を持つ ：

包括的リスク管理：

高度なコンプライアンス支援：

将来的にAIが担う高度業務の可能性

戦略的財務分析と経営アドバイザリー

�20�

�20� �23�

リアルタイム財務分析：ERPシステム内外の膨大なデータを分析し、収益性分析、コスト分析、
キャッシュフロー予測を高精度で実行

経営戦略支援：予算策定、中期経営計画のシミュレーション、M&A時の財務デューデリジェンス
支援

投資判断サポート：データに基づいた投資判断の提言と、複数シナリオによるリスク分析

予測型経営管理の実現

�31�

�33�

�31� �14� �33�

ローリングフォーキャスト：市場や競合環境の変化に合わせたリアルタイム予算見直し

シナリオプランニング：複数の経営環境想定による戦略オプションの評価

早期警告システム：業績悪化やリスク発生の予兆検知と対策提案

高度なリスク管理とコンプライアンス

�23� �15�

統合的リスク監視：財務リスク、オペレーショナルリスク、レピュテーションリスクの統合管理

予兆検知システム：微細な変化から重大リスクの発生を予測

自動対応システム：リスク発生時の初期対応の自動実行

法規制変更対応：法改正情報の自動収集と影響度分析

監査支援の自動化：監査準備資料の自動作成と異常値の事前検知

内部統制の強化：取引データの継続的監視と不正行為の予防



AI技術の進展により、公認会計士の業務の一部が機械に取って代わられる可能性が指摘されている一
方で、本質的な役割は依然として重要であることが明らかになっている 。

AIに代替される可能性が高い業務 ：

AIに代替されにくい業務 ：

大手監査法人では既にAI活用が本格化している。EY新日本有限責任監査法人では、
WebDolphin/TBAD、GLAD、SLADなど複数のAI監査ツールを開発・実装し、有限責任監査法人ト
ーマツでは特許を取得したAI不正検知モデルを2022年から本格導入している 。

AIエージェントの普及により、経理担当者の役割は大きく変化することが予想される ：

従来の役割からの脱却：

新しい役割の創出 ：

AI時代の経理専門職に求められるスキルは、従来の会計知識に加えて、デジタル技術への対応力と分
析力が重要になる ：

技術対応スキル：

経理専門職への影響とスキル変化の展望

公認会計士業務への影響分析

�34� �35�

�35�

データの整合性チェック（証憑突合、帳簿突合）

繰り返し行う定型的な分析業務（分析的手続、勘定分析）

予測分析による異常検知

�35�

経営層やクライアントとの交渉

監査計画の立案、監査リスクの評価

イレギュラーな事象の判断（不正リスクへの対応）

�35�

経理担当者の役割変化

�19� �20�

単純作業からの解放：データ入力や定型処理はAIが担当

確認業務の高度化：AIの出力結果の妥当性検証と例外処理

戦略業務への集中：財務戦略や分析業務への時間配分増加

�20�

AIマネージャー：AI出力の品質管理と継続的改善

ビジネスアナリスト：財務データを活用した経営分析と提言

リスクマネージャー：AI活用におけるリスク管理と内部統制

求められるスキルセットの変化

�19� �20� �34�

データ分析スキル：ビッグデータを活用した高度な分析力

AI活用能力：AIツールの効果的活用と出力結果の解釈



戦略思考スキル：

コミュニケーションスキル：

現在市場をリードする主要なクラウド型会計システムの機能と特徴を詳細に比較すると、それぞれ異
なる強みを持っていることが分かる ：

freee会計：

マネーフォワード クラウド会計：

弥生会計Next：

TOKIUM経理AIエージェント ：

デジタル技術理解：RPAやAI�OCRなどのデジタル技術への対応

経営戦略理解：財務データを活用した経営支援能力

非財務情報対応：ESG情報やサステナビリティデータの評価・報告スキル

国際対応力：IFRS等の国際会計基準への対応能力

意思決定支援力：AIの分析結果を正確かつ分かりやすく説明する能力

クロスファンクショナル連携：部門横断的な協働によるビジネス課題の解決

主要経理AIソリューションの比較分析

クラウド型統合会計システムの比較

�25� �26� �36�

対象規模：個人事業主～中小企業

月額料金：3,278円～9,878円（法人向け）

特徴：直感的なUIとスマートフォン対応、銀行・クレジットカード自動連携

AI機能：自動仕訳、取引の自動分類、レポート自動生成

対象規模：中小企業～大企業

月額料金：2,980円～4,980円（基本プラン）

特徴：豊富な外部サービス連携、バックオフィス系サービスとの統合

AI機能：AIによる自動仕訳学習、異常値検知、予実管理

対象規模：中小企業～中堅企業

月額料金：3,960円～11,000円

特徴：充実したサポート体制、税理士との連携機能

AI機能：AI予測分析、3か月後までの現預金残高予測

専門特化型AIソリューションの分析

�5� �37�

コンセプト：AIとプロスタッフが連携する「経理業務の自動運転」

特徴：8,000人以上のオンラインオペレーター基盤を活用



Remota（ファーストアカウンティング） ：

SAPPHIRE（明治安田生命事例） ：

小規模企業（従業員数10名以下）：

中小企業（従業員数10�100名）：

大企業（従業員数100名以上）：

本調査により、経理AIエージェント市場は急速な成長期に入っており、技術的成熟度と実用性が着実
に向上していることが確認された。現状の主要な強みとして以下が挙げられる：

技術的優位性：

提供サービス：出張手配エージェント、照合エージェント、承認代行エージェント

目標：2030年までに約2,000万時間の経理業務を代替

�6�

専門分野：勘定科目自動判定、源泉徴収税チェック自動化

導入効果：確認業務の極限まで削減

対象：中堅企業～大企業

�6�

専門分野：経費精算業務のAI化

導入効果：年間約5,300時間の業務時間削減

特徴：管理職承認業務の原則廃止

企業規模別適用指針

推奨：freee会計、マネーフォワード（スタータープラン）

重視ポイント：導入コストの低さ、操作の簡便性

期待効果：基本的な記帳業務の自動化、確定申告の効率化

推奨：マネーフォワード、弥生会計Next、TOKIUM

重視ポイント：拡張性、他システムとの連携、サポート体制

期待効果：経理業務全般の効率化、月次決算の早期化

推奨：統合ERPシステム、カスタマイズ型AIソリューション

重視ポイント：内部統制対応、セキュリティ、拡張性

期待効果：全社的な業務標準化、高度な財務分析、コンプライアンス強化

結論：経理AIエージェントの現状評価と将来可能性

現状の強みと市場成熟度

高精度のデータ処理能力：AI�OCRの読取精度が98%以上に達し、実用レベルに到達 �6�

学習機能の実用化：使用量に応じて精度が向上する機械学習システムの確立 �8� �3�

統合的ソリューション：単一システムで複数業務をカバーする包括的サービスの提供 �1� �5�



導入効果の実証：

一方で、現在の経理AIエージェントには以下の限界も存在する：

技術的限界：

組織的課題：

短期展望（2�3年）：

中長期展望（5�10年）：

社会的インパクト：
経理AIエージェントの普及は、単なる業務効率化を超えて、日本企業の競争力強化と生産性向上に寄
与する重要な社会インフラとして機能することが予想される。特に、慢性的な人手不足に悩む中小企
業にとって、デジタル労働力の提供による事業継続性の確保は極めて重要な意義を持つ 。

戦略的推奨事項：

大幅な効率化実現：多くの企業で50�80%の業務時間削減を達成 �1� �9� �6�

投資回収性の確認：適切な導入により13%以上のROIが実現可能 �28�

多様な企業規模での適用実績：小規模企業から大企業まで幅広い導入成功事例 �12� �6�

現状の限界と課題

完全自動化の困難性：複雑な判断や例外処理には人間の介入が必要 �17�

既存システム連携の複雑性：企業固有のシステム環境への適応に時間とコストが必要 �18� �17�

ハルシネーション等のAI固有リスク：誤った出力に対する品質管理体制の必要性 �17� �23�

スキル・人材不足：41%の企業がAI活用スキル不足を課題として認識 �18�

変革管理の困難性：既存業務プロセスからの転換に組織的抵抗 �18�

セキュリティへの懸念：財務データの取り扱いに関する慎重な姿勢 �21� �22�

将来展望と戦略的インプリケーション

生成AI統合の本格化：ChatGPTやGPT�4等の大規模言語モデルとの連携による業務範囲拡大 �38�

�39� �40�

専門特化型AIの普及：不正検知、予算管理、税務申告等の特定領域での高度化 �15� �31� �16�

中小企業への本格普及：コスト低下とユーザビリティ向上による導入拡大

経理業務の根本的変革：「記録・報告」から「分析・洞察・提言」への完全転換 �20�

予測型経営管理の実現：リアルタイムデータ分析による先行管理の標準化 �31� �14�

専門職の役割再定義：AIとの協働による高付加価値業務への集中 �19� �20� �34�

�5� �37�

���段階的導入アプローチ：リスクを最小化しながら段階的にAI活用範囲を拡大

���人材育成の並行実施：AI活用スキルと戦略的思考力の組み合わせによる人材価値向上

���セキュリティ・ガバナンス体制の整備：AI導入と並行したリスク管理体制の構築



経理AIエージェントは、デジタル変革時代における企業経営の根幹を支える戦略的基盤技術として、
今後さらなる発展と普及が期待される。企業は現在の技術水準と自社の課題を正確に把握し、適切な
導入戦略を策定することで、持続的競争優位の確立を図ることが可能である。
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